
【取組の目的】 省資源、省エネルギーを推進するとともに、新エネルギーの有効利活用を促進し、自然環境の保全と環境負荷の少ない資源循環型社会を構築します。

≪指標に影響を与えた主な取組、要因 ≫

３：達成率 ≧ 100%・前年比伸び率 ＜ 0%
１：達成率 ＜ 100%・前年比伸び率 ＜ 0%
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評　 価

有 効 性 効 率 性

４．極めて効率的
３．効率的
２．一部効率的でない
１．効率的でない
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目 標 値 3,300

４．極めて有効
３．有効
２．一部有効でない
１．有効でない

達成率

１人１日当たりの家庭ごみの排出量
【ｇ】

目 標 値 618
番
号
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97.7 2.1

実 績 値 632 602

伸び率
　　　 有　効　性
　　４．想定どおりの成果
 　  ３．概ね想定どおりの成果
      ２．一定の成果
 　  １．想定した成果なし

実 績 値 4,427
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28.1

伸び率 74.9

4

◎　国のエネルギー基本計画が策定され、新エネルギーを含めた
ベストミックスによるエネルギー確保が示さる中、本市が進める
再生可能エネルギーの促進策は一定の効果が出ていることから、
引き続き県内トップクラスの奨励金制度を活かすとともに、導入
支援に向けた取組を推進する必要がある。
◎　近年、地球温暖化がもたらす異常気象により、想定を超える
自然災害が発生していることから、地球温暖化防止に向けた節
電・省エネへの取り組みを推進し、企業や市民のライフスタイル
の見直しを含め、環境意識の向上を図る必要がある。 3 3

評　 価 4

達成率 伸び率 134.1

実 績 値 2,028
環境教育推進事業

4
生ごみ処理機等設置費補助金
交付件数（累計）
【台】

目 標 値 2,055

伸び率 98.6 2.4
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年間資源リサイクル率
【％】

目 標 値 27.1

実 績 値 20.3

評　 価

達成率

4 4

2
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◎　太陽光発電システムの導入については、県内トップクラ
スの奨励金制度に加え、セミナーや相談業務の開催によるき
め細かな導入支援体制により、住宅の新築や建て替え時期に
設置する市民が増えており、市民ニーズは高い状況にある。
◎　出前講座やイベントを通じて３Ｒ（リデュース、リユー
ス、リサイクル）の推進など啓発活動を積極的に実施した結
果、昨年度に引き続き、家庭ごみの排出量の減少に繋がっ
た。市民意識も高まっている。
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環境保全意識の高揚

90.2

取　　　組　　　の　　　評　　　価

番号

5
ＩＳＯ14001・エコアクション21
認証取得事業所数【箇所】

２：達成率 ＜ 100%・前年比伸び率 ≧ 0%

◎　固定価格買取制度の開始から２年が経過し再生可能エネ
ルギーへの転換が進んではいるものの、設備投資コストの減
少以上に買取価格が引き下げられる傾向にあり、再生可能エ
ネルギーの設置者へのインセンティブが低下してきた。
◎　地球温暖化による異常気象など地球規模での深刻な影響
がでていることから、ＣＯ２排出量の削減に向け、長期的視
点に立ち継続的に環境にやさしい暮らしに転換する必要があ
る。

6

旧クリーンセンター解体事業1
目 標 値

実 績 値
7

達成率

環境美化指導員・推進員設置事業

123

1

4

88.4 ▲ 8.2

　　　緊　急　性
 　 ４．極めて高まっている
  　 ３．高まっている
 　  ２．一定程度高まっている
      １．高まっていない

139

4.8

3

4

　     必　要　性
     ４．極めて高まっている
  　 ３．高まっている
 　  ２．一定程度高まっている
      １．高まっていない

新エネルギー施策推進事業

環境基本計画推進事業

2

≪評価基準 ≫
４：達成率 ≧ 100%・前年比伸び率 ≧ 0%

9評価結果の平均値（A） 2.8 評価結果の平均値（C）

2

4

11

『 　  取 　　組 　  』　   の 　　総　　合　　評　　価　　 と　　 今  　 後　   の 　  展　　 開　　 方　   向   12
資源ごみ回収自治会奨励交付金交付事
業 3

3.0

◎市民や事業者に向けたごみの減量の様々な取組による効果により、ごみ排出量が大幅に減少した。また、市民の節
電意識の高まりにより、太陽光発電システム等の機器への奨励金交付件数は増加傾向にある。

3 3 3

3 4

3

3.0 概ね順調
各評価結果
の平均値

取組指標の
評価結果（A）

有効性等の
評価結果（C）

４ ～ 3.6：順調                        3.5 ～３：概ね順調
2.9 ～２ ：一部に改善を要する   1.9 ～１：全体的に改善を要
する

主要事業の
評価結果（B）

2.8 3.0 3.3

≪ 評価基準 ≫

4

取　　組　　の　　基　  本  　方  　針 H24 H25 今　　後　　の　　展　　開　　方　　向

1
生活スタイルの多様化に対応した資源ごみの拠点回収や新興国での再利用を視野に入れた古着や革製品な
どの資源回収を推進し、ゴミの排出抑制やリユース、リサイクルの普及・啓発を図るとともに、市民・事
業者・農業者の協働による資源循環活動を推進していく。

資源循環型社会の推進

2
一般家庭での省エネ意識の高揚を推進するとともに、引き続き学校や公民館学級等における環境教育の充
実を図り、次代を担う子どもたちや地域の人々への環境保全意識の高揚へと繋げていく。

事 業 評 価 表 の 評 価 結 果
廃止の影響

４．極めて影響あり
３．影響あり
２．どちらでもない
１．なし又は代替手法あ
り

古紙等資源集団回収自治会奨励金交付
事業

H25

主 要 事 業 名

2

4.7

618

備　考　欄

　『　取　組　』　に　係　る　社　会　の　動　向　・　本　市　の　現　状　（　主　な　取　組　）　

取組の評価 3.0 概ね順調       ≪ 取組１ の基本方針≫
             １　資源循環型社会の推進     　　　  ３　地球環境の保全
             ２　環境保全意識の高揚

『 取 組 指 標 』 の 分 析 と 評 価 結 果

《社会の動向》《社会の動向》《社会の動向》《社会の動向》
◎小型家電リサイクル法に基づき使用済製品からの有用金属の回収などの３Rの取組推進など、循環型社会の形成に向けた法整備や市民意識の高まりが進んでいる。一方、生活スタイルの多様化に対応したごみの回収方法や、ごみ排出抑制に繋がる工夫・啓発活動など、市民ニーズに
対応した行政の取組が求められている。また、国のエネルギー政策に基づき、新エネルギー導入が進んでいるものの、多様なエネルギーの確保の方向性が今後具体化する中で、どのような位置付けになるのかは注視する必要がある。

《本市の現状》《本市の現状》《本市の現状》《本市の現状》
（主な取組）（主な取組）（主な取組）（主な取組）

◎ごみの減量化やリサイクルの推進を図るため、出前講座や市内で実施されるイベントへの出展を通じて、３R（リデュース・リユース・リサイクル）を推進する啓発活動を積極的に実施するとともに、市民のライフスタイルの多様化に合わせ、資源ごみの拠点回収事業を開始した。
また、「エコタウンふくろい」の実現に向け、県内トップクラスの奨励金制度や新エネルギー普及に向けた様々な導入支援を展開しており、新エネルギー機器の導入については、着実に推進が図られている。

『 取 組 』の 有 効 性・必 要 性・緊 急 性 の 評 価 結 果 　『主要事業 』に係る事業評価表の評価結果　　

番号 指　標　名

102.6
1

項　　目 H24 H2５ 評　価　項　目

3 地球環境の保全

≪ 展開方向 ≫        拡充（順調）　 　　　　     拡充（改善必要）　 　　　　     継続推進　　　　　      縮小

3.3 3.3 3.1

県内トップクラスの奨励金制度や新エネルギー普及に向けた様々な導入支援を展開し、新エネルギー機器
の導入を積極的に促進するとともに、地球温暖化防止に向けた節電・省エネへの取り組みを推進し、企業
や市民の環境意識の向上を図る。

取組１ 循環型社会の形成

政策３ みんなで取り組む快適なまちづくり


